
  

 

 

 

 

 

 

 

 

               １階と５階の会場では「学校給食」がわかるコーナーを 

いろいろな形で用意しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

映像「豆を知るクイズ」では豆知識の解説や豆クイズを盛り

込みました。皆さん、静かに真剣な表情で聞き入っています。

クイズになると元気に手をあげて答えている様子もみられま

した。上映終了後は、当財団栄養士による学校給食で人気の

「変わり五目豆」のできるまでをポスターを使って話しまし

た。食べたことのある給食に皆さん興味津々な様子でした。 

 

 

 

「ちりめんモンスターをさがせ」 

本物のちりめんじゃこの中から、給食では異物 

として取り除いている小さなモンスターたち 

（いか、たこ、えびなど）を探し出すコーナー 

です。見つけたらモンスターたちを台紙に貼り、 

持ち帰ることができます。頑張ってもレアもの 

（タツノオトシゴなど）が見つけ出せなかった 

子どもには、プチプレゼントがあり、とても嬉 

しそうでした。また夢中になって探している子 

どもの姿の横には更に夢中になっている保護者 

の姿もありました。 

もう一回やりたい！来年も来たい！という声も 

多くいただきました。 

2016テーマ もっと知りたい！給食のこと、食べ物のこと！ 
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ここでは、学校の給食室にある回転釜に見立てた模擬回

転釜を用意しました。中には食材の代わりにテニス

ボール、発泡スチロール、ペットボトルのふた、

紙粘土で作ったピーマン、人参、お肉などを入

れ、実物のヘラを使って混ぜたり、食缶へ移す

体験をしました。 

腕が痛くなった～、重たい、混ざらないなどの

声があちらこちらから聞こえていました。 

 

 

 

 

 

 

 

また、家庭サイズと比較ができる給食調理用の道具や、 

学校へ納めている食材などを展示し、いくつかクイズ 

も用意しました。 

 

 

 

「だいず運びゲーム」は、お箸の持ち方を楽しく学ぶための 

コーナーです。制限時間内に豆を何個運べるかを競うゲーム 

や、お皿の中の（点数をつけた）大豆、輪ゴム、クリップ、 

あずきなどを運ぶゲームを用意しました。 

仲間同士、初めて同士、また家族で、楽しく競い合っていま 

した。何度も挑戦している子どもが多くいました。 

 

 

 

このアドベンチャーを機に、 

将来のことや給食の話を親子

で話す時間がどんどん増えて

くれたら幸いです。 

 

 

 

2日間のご来場者数は、小・中学生１７７名、保護者・同伴者１４１名 

合わせて３１８名となりました。大荒れの天候が予報されていましたが、 

両日ともにお天気にも恵まれ、皆様のおかげをもちまして開催することができました。 

ご参加くださいました皆様、本当にありがとうございました。 

5階 だいず運び 

ゲーム 

5階 給食

用大量調理

器具を 

使ってみよう 

親子で給食の話をしているのかな。 


